研究会のお知らせ

（社）日本応用磁気学会　第8回化合物新磁性材料専門研究会

「錯体および酸化物におけるスピンクロスオーバー現象」

スピンクロスオーバー現象は、スピン配列が変化する磁気相転移とは異なり、スピン量子数そのものが変化する現象です。この現象は熱や光等の外場によって起こるため、そのメカニズムだけでなく新規材料としても興味が持たれています。今回の研究会では、スピンクロスオーバー現象を示す物質として有名な遷移金属錯体と最近研究が盛んになってきている酸化物について、最新の研究内容をご講演いただきます。
また、先日第4回マーティン・ウッド賞を受賞された寺崎一郎先生の受賞講演も行いますので、皆様お誘い合わせの上ご参加下さい。
日時：平成15年3月14日（金）　13:30 – 17:25
場所：早稲田大学理工学部62号館Ｗ棟中会議室 [〒169-8555 東京都新宿区大久保3-4-1 ]

参加費：無料

参加申込：当日受付にて

プログラム（敬称略）

13:30-13:40 「はじめに」

座長: 西原美一〈茨城大〉

13:40-14:15  受賞講演：寺崎一郎〈早稲田大〉「NaCo2O4とCuGeO3の新物性(仮)」

座長: 鬼頭 聖〈産総研〉

14:15-14:50  浅井吉蔵〈電通大〉「LaCoO3のスピン転移(仮)」

14:50-15:25  壺内信吾〈東工大〉「Pr1-xCaxCoO3の金属絶縁体-スピン相転移(仮)」

　休憩

座長: 京免 徹〈東工大〉

15:40-16:15  小島憲道〈東京大〉  「(n-C3H7)4N[FeIIFeIII(dto)3]の電荷移動相転移(仮)」

16:15-16:50  守友　浩〈名古屋大〉「スピンクロスオーバー錯体の光励起下の動的相転移」

16:50-17:25  小川佳宏〈科技団〉「[Fe(2-pic)3]Cl EtOHの光誘起スピンクロスオーバーのダイナミクス(仮)」 

本研究会の最新情報は、http://go.to/newmag/、にてお知らせします。

詳細は下記までお問い合わせ下さい。

〒226-8503　神奈川県横浜市長津田町4259 東京工業大学応用セラミックス研究所　京免　徹

TEL 045-924-5626; FAX 045-924-5626; E-mail: tkyomen@msl.titech.ac.jp
